
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道手稲養護学校 

学校便り  第 205 号 

 

 

2学期を振り返って 
教頭 吉岡 奈穂子  

暑い夏からスタートし、気が付けば雪が降る季節を迎えました。手稲区は、札幌市のなかでも夏は暑さが

厳しく、冬は雪の多い地域です。外に出る機会が少ない本校の子どもたちのなかには、本校と病院を結ぶ渡

り廊下から季節の変化を感じとっている子も多いのではないでしょうか。渡り廊下を渡ったホールに、恒例

のクリスマスツリーが飾られました。これまでは PTA の皆様と協力して設置していましたが、昨年度から、

子ども自身の手で木を立て、飾り付けをしています。ぜひお立ち寄りいただき、飾り付けを楽しんでいただ

ければと思います。 

２学期の大きな出来事の一つとして、10月に本校の感染症対策が変更されました。主な変更点はマスクの

着用についてです。子どもたちは個人の判断となり、教職員は、子どもと接する場面以外での着用が個人の

判断となりました。マスクを外して表情豊かに友達同士で話をする姿をみて、大きな転換点をむかえたこと

を実感しています。おそらく、子どもたちは、保護者の皆様や病棟の皆様と相談しながら、今後どのように感

染症対策を行っていくのか、自分で考える良い機会になったのではないでしょうか。 

運動や日常生活に制限があるなかで、自分で考え、大人や友達と相談して答えを 

だし、実行することは大変貴重な経験になると考えています。自分で決めたことが 

期待とは違う結果を生んだとしても、自分で決定し解決する経験の積み重ねが、確 

かな力につながっていくのではないでしょうか。そのような場面を学校生活のなか 

で今後も作っていきたいと思います。 

保護者の皆様、関係機関等の皆様には、本校の教育活動にご理解ご協力いただき 

ありがとうございました。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

           

第７２回 文化祭  
１０月に行われた今年度の文化祭は、本校保護者・コドモックル職員の皆様をはじめ、同窓生や旧職

員の方にも多数ご来校いただいた中で行われました。前日に行われた PTA 子ども縁日では、輪投げな

どの縁日が久々に復活し、子どもたちが笑顔で楽しむ様子が見られました。PTA の協力をいただき用

意、配布していただいた景品は充実の品揃えで、子どもたちから「迷って選べない！」といううれしい

悲鳴が聞こえました。翌日の舞台発表では、各学部ブロックによる行事・学習等に関連させた劇や発表

が行われました。準備や練習を長い間頑張ってきて、無事本番を終えた後の子どもたちのほっとした表

情や、観ていただいた皆様のあたたかい拍手が印象的でした。高等部バザーでは生徒たちが力を合わせ

て製作したストラップ等の製品が飛ぶように売れ、同時開催された地域の事業所 

「むつみのたまご」さんによる物販も大盛況で、活気ある販売会となりました。 

力作揃いの展示作品も、たくさんの方に鑑賞いただくことができました。 

子どもたちがより自信を深め、絆も深まった文化祭となりました。ボランティ 

ア始め関係の皆様のご協力に心から感謝いたします。 
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秋のおはなし会 
１１月１２日（火）、ボランティアサークル「山の手図書館おはなしかご」の皆さんが来校し、お話や

詩を披露してくれました。蛇のぬいぐるみが言葉に合わせてテーブルの上を這い回ったり、あの山を越

えようと次々と生き物が登場したり、工夫がいろいろ凝らされていて、とても楽しい催しとなりました。

よく知られている『大きなかぶ』は、子どもたちも声を上げて一緒に「よっこいしょ。」と抜くぐらいの

勢いで、大変もり上がりました。年を経るごとに、本校の実態に合わせて内容をバージョンアップして

くださる柔軟さにいつも感謝しております。「来年はこうしたらいいね。」などとますますイメージがわ

いたようで、今から来年のおはなし会が待ち遠しくなってしまいました。 

 

           

それぞれに盛り上がった交流学習！ 
今年度は、小学部が手稲西小学校、中学部が手稲西中学校、高等部が稲穂高等支援学校の皆さんと交

流学習を行ったほか、三角山分校の皆さんとの交流も行っています。小学部は、西小の皆さんに本校に

来ていただき、校内を案内するなどの交流を行っています。中学部は、夏に吹奏楽部の皆さんによる演

奏を本校体育館で聴き、文化祭ではそこから１曲、音源を使用させていただきました。また秋には福祉

局の皆さんと久しぶりの対面交流で、両校混合チームのモルック対決を楽しみました。高等部は、稲穂

高等支援学校の皆さんとじゃがいもの栽培や音楽の交流が行われました。音楽交流では学習の中で取り

組んできた曲をお互いに発表するなどしています。三角山分校との交流は、３学期に実施の学部もあり

ますが、ボッチャボウリングをオンラインで行い、楽しいひとときを過ごしています。同年代同士の交

流は、お互いに興味津々で、あっという間の楽しい時間だったようです。 

 

           

１月１５日（水）３学期始業式 

２１日（火）全校集会 

３１日（金）高等部入学者選考検査  

※高等部は休業日です 

2 月 6日（木）後期児童生徒総会 

１１日（火）建国記念の日 

１２日（水）全校集会 

１７日（月）児童生徒会活動日 

 

2 月２３日（日）天皇誕生日 

２４日（月）振替休日 

２８日（金）参観懇談 

３月 ６日（木）卒業生を送る会  

１４日（金）卒業証書授与式 

２０日（木）春分の日 

２４日（月）修了式／終了の会 

２５日（火）～学年末休業日 

小学部宿泊研修 
小学部では隔年で見学旅行と宿泊研修を行っています。今年度は、児童５名で 10／31～11／1 に

かけて１泊２日の日程で宿泊研修に行ってきました。宿泊地は札幌市南区にある保養センター駒岡でし

た。３１日の夜にナイトレク、1 日の午前中に陶芸体験をしました。ナイトレクは、1 組の子ども達が

ゲーム『風船バレー』『紙飛行機飛ばし』『ロープコースター』を考え、子どもたち同士の仲が深まるよ

うに工夫をして企画・進行をしてくれました。どのゲームも盛り上がり、約 45 分間があっという間で

楽しい時間となりました。次の日 1 日の陶芸体験では、山ぶどうの葉を粘土に押しつけ葉脈を写し取り、

葉の形に沿って粘土を切り取り、葉の形の皿を作成しました。完成した自分の皿を、満足した表情で見

つめ、喜んでいました。楽しい思い出とともに、葉っぱの皿も宝物になりそうです。 
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